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帝王獅子狩文の変遷
－アルサケス朝からササン朝へ－
田辺勝美
子三頭狩文に表きれている二頭の牡獅子は， 一頭の獅古代西アジアにおいては，国王や帝王の獅子狩りが盛
それが宮殿の壁画など造形作品に多数再 が二度描写されたのではなく， 二頭の別の獅子を表
さらに，二頭の獅子を
人に行われ， 子
していることを明らかにした。現されていることが知られている。その長い伝統の中
帝王が殺すのは，
示す「通過儀礼」
正統・正当な王位を継承したこササン朝ペルシアで創出され定型化した ｢帝王』騎 とをで，
儀礼」であって，それが「王権神授」に匹
敵することも明らかにした。これは，ササン朝初期の
馬牡獅子二頭狩文」
て，それ以前のアイ
文（－頭が原則）（
}よ一対の牡獅子を狩る形式におい
前のアケメネス朝，アルサケス朝の獅子狩
原則）とは画然と区別される。何故，ササ
ン朝において，このような独特の形式が出現したの
か，その理由を明らかにしたのが,筆者の拙論，“The
I玉座・聖火壇」の二頭の獅子脚とイスラム初期の著作
家の記述（バフラム５世は，二頭の檸猛な獅子の間に置
かれた王位の象徴曰王冠，国王の衣服，鎧一を獅
子を倒して手に入れて即位した）を結びつけて結論しLions ａｔＳａｒＭｌ§hａｄａｎｄｔｈｅＬｉｏｎ－Ｈｕｎｔｏｆ Bahramll
た。すなわち，
る王冠などを，
二頭の獅子脚の間に坐る帝王の象徴た一AnadditionalnotetoLeoTriimpe]man､,smono-
graph”(A/Ｒ〃“",VoLXI,1990,pp29-43）及び｢帝 二頭の獅子を殺して手に入れたものが
王に相応しい存在と して認められていたのである。王騎馬牡獅子二頭狩文の成立」 (東洋文化研究所紀要．
しかしながら． 上記二つの拙論を執筆した時には，第120冊，平成５年，1-47頁）である。
この二つの論考において，筆者は，ササン朝の摩崖
浮彫（図１，バフラム２世獅子狩図サルマシュハド）
下記の二つの重要な資料を見落としていた。 ゆこ
れ
の
そ
こ
え，本稿において，これらの資料を考察して，
つの拙論の不備を補完しておきたい。や所謂ササン銀器（図２） に描写されている帝王牡獅
図１
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1．タンギ・サルワクの摩崖浮彫
イラン南西部のタンギ・サルワクの谷間にはアルケサ
ス朝後期に彫刻された幾つかの岩塊が存在するが， ｣二
｢王侯獅子狩文」
･バーシー王な
ている。その右
の中でも最も大きな岩塊に描写された
(図３）では，エリマイド王国のアバル・
いしオローデス王が一頭の獅子と戦って
上方にアラム語で，、'sybkwrsy'（assumlngortaking
throneorstool）と記されている（mscription7)。玉座
にしる足台にしろ，王位の象徴である。それゆえ，こ
の銘文は獅子狩りが正当な国王の即位に関係している
と解釈できる。すなわち，王権神授を象徴していると
それは上述したバフラム５世の王位争奪の考えられ，
記事に符号する。すなわち，「獅子狩文」には王権神
授の観念が反映しているのである。 四'２
２．シャープール１世戦勝図浮彫，ビシャープール
アケメネス朝のペルセポリスの宮殿，アパダーナの階二頭狩文」には王権神授の意味があり，Ⅲそれは二頭の
獅子狩文に描写牡獅子を殺害する儀式であったため，段に描写された朝貢者浮彫の中で， エラム人使者が－
頭の雌獅子と子供の獅子を帝王に献上している， された獅子の数が一頭から二頭へと変化したのである。これ
して，このササン朝初期（３世紀）の浮彫（図４）に対
では， ササン朝軍に敗れたローマ帝国の使者が二頭の 参考文献
牡獅子を勝利者シャープール１世（241-71）に献上し
ている。この二頭の牡獅子は，サル・マシュハドの浮
彫の場合と同様，意図的に描写されたと考えられる。
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すなわち， 貢物として用し もれた二頭の獅子は， 明ら
ササン朝においては獅子狩文の対象たる獅子がかに，
二頭であったことを間接的に裏付けて罎頭ではなく，
この浮彫の製作に際して、 ローマ人彫刻家が関いる，
Ｚ：
ローマの石棺に多数彫与していたとも推測されるが，
刻された「獅子狩図」では，狩りの対象たる獅子は－
三頭と牡獅子という観念はローマでは頭であるから， "Ｌｅｒｏｉｅｔｌｅｕｏｎ,,，Ret）zJe‘ＢＺＨ１ｉｓｔＤｊ花uesRcJj-ＥＣａｓｓｍ，
9m"s,ｔ､１４８(1981),fasc､４，pp355-401．なくササン朝ペルシアに由来すると考えられる。
以上のようなわけで，ササン朝の「帝王,騎馬牡獅子
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